






























































1980年 6月　第 1回就職セミナー 1983年 4月　柴田会舘竣工
学園の改革と組織の整備急速な規模拡大と諸事業の展開により歪みが生じた国士舘は、学内外から学園運営体制の刷新が強く求められ、一九八四（昭和五九）年より新 へ移行した。学園は「国士舘諸規定整備委員会」を発足させ、関連規程を全面的に整備した後、 「将来計画委員会」 もとで今後の事業計画を策定し、飛躍への基盤を整えた。1984
1992年　多摩キャンパス開設と体育学部移転
1992年　完成した教室・管理棟（多摩キャンパス）
1992年　学生募集広告「maple」 1992年 2月　入学試験
1992年　鶴川メイプルホール 1985年12月13日　第 1回学長選挙
中・長期計画と教育の拡充一九九四（平成六）年に中期事業計 を打ち出した国士舘は、一九九七年の創立
80周年へ向けて、教育・研究、組織、施設・
設備の充実を図った。一九九四年には中学・高等学校校舎を整備し、翌年には国士舘大学福祉専門学校を太宰府市に設置するなど、時代の変化に対応して、教育・研究の充実を図った。
1994
1994年　中学校・高等学校校舎
1994年 4月　男女共学となった高校
1996年頃　福祉専門学校の介護実習 1994年　福祉専門学校校舎（太宰府校地）
21世紀への対応と諸改革
国士舘は、一九九八（平成一〇）年に発足した「将来構想審議会」を中心に 新たな時代に対応するため全学を挙げて諸改革を行った。二〇〇二（平成一四）年には、短期大 発展解消して
21世紀アジア学部を設置するなど、教育組織の再編を図っ
た。
1998
1998年　中央図書館
1998年　体育・武道館
21世紀アジア学部の授業
（華道、日本の伝統音楽）
2002年　30号館（21世紀アジア学部棟）
教育組織の再編と進展国際化・少子高齢化など多様な社会的ニーズに対応するため、二〇〇七（平成一九）年に工学部を改組して理工学部を、二〇一一年には経営学部を設置し、また各学部では学科増設や再編を図った。大学院には、各研究科を相次い新設して一〇研究科へと拡充し、大きな飛躍を遂げた。2007
2006年　体育学部スポーツ医科学科の救急処置実習
2017年　法学部法律学科の民事訴訟法（模擬法廷室）
開設パンフレット2003年　ハイテク・リサーチ・センターパンフレット
2015年　全新入生への防災基礎教育
2017創立一〇〇周年と未来へ二〇一七（平成二九）年の創立一〇〇 年へ向けて、二〇〇八年に梅ヶ丘校舎、二〇一三年にメイプルセンチュリーホール、二〇一六年にメイプルセンチュリーセンター多摩など、各キャンパスを整備して教育の進展を図った。国士舘は 次の時代を見据えて「人と社会を支える力」を一層堅持し、さらなる歩みを続けている。
2008年　34号館（梅ヶ丘校舎）
2013年　メイプルセンチュリーホール
2016年　メイプルセンチュリーセンター多摩
2017年11月　国士舘100年祭での大提灯 2017年11月 4日　創立100周年記念式典
